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名 号

検定交配
地　　　区 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

：検定交配 ：分娩 ：間接後代検定開始 ：間接後代検定終了（出荷，枝肉成績） ：現場後代検定開始（セリ市） ：現場後代検定終了（枝肉成績）

4

福福華華松松

（鹿中・指宿・
川辺・大島）

松
華
幸

華華知知喜喜

（薩摩・出水・
伊佐・姶良）

喜
亀
忠

正正金金皇皇

（曽於）

秀
幸
福

金金華華藤藤

（肝属・熊毛）

華
忠
良

9　　年　　度

種 雄 牛 造 成 計 画

8　　年　　度

3

吉吉秀秀桜桜

（鹿中・指宿・
川辺・大島）

秀
幸
福

松松秀秀山山

（薩摩・出水・
伊佐・姶良）

秀
幸
福

中中津津秀秀

（曽於）

秀
幸
福

検
定
交
配
年
度

7　　年　　度5　　年　　度

秀
幸
福

2

吉吉高高竜竜

（薩摩・出水・
伊佐・姶良）

秀
幸
福

金金華華光光

（肝属・熊毛）

金
吉
幸

秀秀巧巧喜喜

（肝属・熊毛）

6　　年　　度
種
雄
牛
の
父

松松西西郷郷

（鹿中・指宿・
川辺・大島）

秀
幸
福

秀秀金金茂茂

（曽於）

秀
幸
福

池池之之華華

（鹿中・指宿・
川辺・大島）

華
忠
良

華華忠忠利利

（薩摩・出水・
伊佐・姶良）

華
忠
良

梅梅茂茂丸丸

（曽於）

忠
茂
丸

白白浜浜喜喜

（肝属・熊毛）

喜
亀
忠

勇勇太太郎郎

（曽於）

益
華
福

松松茂茂華華

（肝属・熊毛）

松
茂
美

5

喜喜高高華華

（鹿中・指宿・
川辺・大島）

喜
亀
忠

金金吉吉桜桜

（薩摩・出水・
伊佐・姶良）

金
吉
幸

6

20



21



22



23



24



25



26



27



● 近近交交係係数数は，ある種種雄雄牛牛がが父父方方・・母母方方にに共共通通すするる祖祖先先のの遺遺伝伝子子ををどどのの程程度度持持っってていいるるかかを表し
たもので，数値が高いほど遺伝子がホモ化しています。

● 血血縁縁係係数数は，２２頭頭のの種種雄雄牛牛のの似似通通いい度度をを数数値値でで表表ししたたももののです。２頭の種雄牛が，同じ祖先か
らの遺伝子を共通して保有している確率を表し，数字が高いほど２頭の似通い度は高くなります。

● 遺遺伝伝子子保保有有確確率率は，ある種雄牛が始祖となる種雄牛の遺遺伝伝子子をを保保有有すするる確確率率のことで，系
統・血量などの遺伝的な特徴を把握したり，交交配配等等のの目目安安として活用することができます。

近近交交係係数数・・血血縁縁係係数数・・遺遺伝伝子子保保有有確確率率ににつついいてて

● 血縁関係の近い交配は急激な近交係数の上昇につながり，繁殖性，発育性等に悪影響を与えると
いわれています。したがって実際の交配にあたっては，
① 繁殖雌牛の系統と同系統の種雄牛を交配しない
② 繁殖性や強健性を考えて体格があまり小さくならないようにする等の配慮が必要です。
● 今後とも改良を進めていくためには，種雄牛の利用が特定の系統に偏ることを避け，なるべく多
様な遺伝子（系統）を現存集団に受け継いでいくことが重要となります。
● 当所では，種雄牛の各種能力評価を基にした交配指針を示していますので，参考にしてください。

種雄牛間の血縁によるグループ分け

種雄牛間の血縁係数を基にしたグループ分
け（系統樹）です。

血縁的に近いもの同士から順にグループが
形成されます。

どのグループに属するかによって，種雄牛
の血統的な特徴を把握できます。

各グループ間の距離（似通い度）は，縦軸
の数値で表されます（最近0，最遠1） 。

例えば，「秀幸福」と「益華明」との距離は
約0.75，「梅華福」と「金華光」の距離は約
0.70になります。

秀幸福は父母に共通する2頭の祖先（平茂勝・神高福）を持ち，近交係数は12.0%となります。梅華福は神高福
を共通祖先に持ち，近交係数は14.９%となります。

両種雄牛には，３頭の共通祖先（金幸,平茂勝,神高福）による血縁関係（血縁係数22.5%）があります。

近交係数・血縁係数の例
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父 母の父 母の祖父 金水9 宝春 第20平茂 宝勝 忠福 茂金波 安福 神高福

金
吉
幸

秀
幸
福

秀
春
幸

吉
高
竜

松
西
郷

益
華
明

金
華
勝

金
華
光

喜
亀
忠

喜
勝
華

梅
華
福

華
姫
博

華
忠
良

土
幸
波

1 平茂勝 8.9 4.0 38.8 10.1 20.3 10.7 13.3 22.3 7.8 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ × × × ○

2 金幸 15.1 4.4 34.1 8.2 21.6 10.9 12.9 26.1 9.7 ○ ○ △ ◎ △ ○ △ △ ◎ ○ × × × ○

3 百合茂 9.8 4.4 36.3 7.9 24.0 11.9 13.5 26.5 8.1 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ △ ◎ ○ × × × ○

4 勝忠平 10.2 4.5 37.1 7.8 24.2 11.8 13.5 21.7 7.9 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ × × × ○

5 忠茂勝 11.2 3.9 37.3 7.8 24.7 11.8 13.1 22.6 8.2 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ △ ○ △ × × × ○

6 安福久 9.7 5.1 43.6 11.9 29.2 11.4 6.6 31.3 10.9 ○ ○ △ ○ △ ○ △ △ △ × × × × ◎

7 金幸 15.6 6.0 44.6 13.6 32.7 10.6 0.6 37.0 14.5 △ △ △ ○ △ △ △ × △ × × × × ◎

8 安糸福 10.0 5.2 43.3 11.7 29.5 11.5 6.4 31.8 10.8 ○ ○ △ ○ △ ○ △ △ △ × × × × ◎

9 金幸 平茂勝 22.2 5.5 42.8 15.4 26.4 8.7 0.4 32.4 16.4 × △ × △ × △ × × ○ △ × × × ◎

10 勝忠平 金幸 16.7 6.2 46.7 13.5 33.1 10.4 0.5 27.8 14.5 △ ○ △ ○ △ ○ △ × △ × × × × ○

11 安糸福 平茂勝 9.0 4.2 38.9 10.0 20.9 11.0 12.9 23.7 7.7 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ × × × ○

12 金幸 10.2 3.4 26.1 11.6 20.9 12.8 25.4 11.5 4.1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

13 平茂勝 2.7 2.7 33.5 13.6 18.3 12.4 25.7 4.8 4.2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

14 第５隼福 6.5 2.5 24.6 8.5 28.7 14.5 25.0 2.7 4.7 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

15 安平 1.7 1.7 20.5 6.5 12.9 13.2 30.2 0.2 6.5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

16 神高福 4.1 5.6 25.1 8.2 27.5 14.2 25.1 25.3 4.6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

17 平茂勝 16.7 2.8 21.1 13.5 12.7 11.0 25.4 18.3 3.0 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

18 神高福 17.7 5.4 12.9 8.2 21.4 12.8 25.1 37.7 3.6 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

19 神高福 2.3 4.0 31.4 14.7 14.8 11.3 25.1 25.1 3.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

20 安平 0.2 0.0 27.1 12.6 0.3 10.1 30.0 0.1 4.9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

21 忠福 2.7 1.4 30.2 15.2 25.3 13.7 25.0 0.2 4.3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

22 金幸 9.0 3.3 23.1 11.4 20.6 13.2 25.5 23.5 4.1 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

23 平茂勝 1.5 2.6 30.5 13.7 18.9 12.9 25.5 17.2 4.2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ △

24 平茂勝 1.8 4.0 41.6 17.9 29.2 12.2 13.2 28.9 12.9 ◎ △ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ △ △ ○ ○ ○ ○

25 金幸 9.2 4.5 37.3 17.2 30.5 12.4 13.0 32.6 9.4 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

26 勝忠平 3.3 4.6 40.2 16.3 32.7 13.2 13.3 28.0 11.2 ◎ ○ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ △ △ ○ ○ ○ △

27 平茂勝 17.4 5.6 45.9 23.7 34.8 10.2 0.5 38.6 16.7 × × × × × × △ △ △ △ ○ △ △ △

28 神高福 18.7 7.9 40.1 19.7 40.4 11.4 0.0 53.3 12.9 × × × △ × × △ △ △ △ ○ △ ○ ◎

29 平茂勝 2.1 4.2 41.7 17.8 29.9 12.4 12.7 29.5 12.8 ◎ △ ○ ○ ○ △ ◎ ◎ △ △ ○ ○ ○ ○

30 金幸 9.6 4.7 36.7 16.8 31.7 12.7 12.7 33.6 8.7 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

31 安福久 2.1 2.2 21.6 9.1 16.0 6.5 6.6 15.7 5.5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

32 金幸 9.1 3.4 23.1 11.6 20.0 5.8 0.7 23.6 2.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

33 安福久 5.8 2.2 19.9 4.4 11.8 5.9 6.6 12.6 5.2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

34 百合茂 6.0 2.9 25.4 6.4 17.3 5.9 1.7 18.5 3.3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ △ ◎

35 勝忠平 2.7 1.5 12.5 4.8 9.9 6.8 13.7 3.3 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

36 百合茂 2.0 1.4 11.8 5.3 9.7 6.9 13.2 9.8 8.0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

37 金幸 11.3 3.0 34.9 14.1 23.1 10.6 12.9 15.5 8.9 ◎ ○ ◎ △ ○ ○ ◎ ○ × × ○ ◎ ○ ○

38 平茂勝 4.1 2.4 39.2 15.2 21.9 10.5 13.2 10.5 11.8 ◎ ○ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ × × ○ ◎ ○ ○

39 百合茂 5.1 2.9 36.8 13.4 25.6 11.6 13.4 15.6 10.6 ◎ ○ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ × × ○ ◎ ○ ○

40 勝忠平 5.7 3.0 37.6 13.3 25.8 11.5 13.4 10.2 10.6 ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ × × ○ ◎ ○ △

41 華春福 安福久 8.5 3.6 42.7 13.1 27.0 10.5 6.7 18.0 10.9 ◎ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ × × × △ × ○

42 平茂勝 2.7 6.1 35.8 15.6 23.2 11.3 18.0 4.7 16.8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △

43 百合茂 3.7 6.6 33.5 14.1 27.1 12.4 17.9 10.2 15.7 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △

44 金幸 10.0 6.5 31.1 14.6 24.7 11.6 17.8 9.3 13.9 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △

45 華春福 安福久 14.2 5.8 35.9 18.9 22.4 9.1 6.8 28.5 11.5 △ × × × × △ △ △ ◎ ○ × × × ◎

46 安福久 平茂勝 10.6 4.7 32.2 21.1 17.0 9.0 13.4 22.2 9.6 ○ × × × × △ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

47 勝忠平 10.5 3.9 34.6 13.5 24.3 11.6 16.0 21.9 9.7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ◎ ○ ◎ ○

48 平茂勝 9.1 3.4 36.2 15.4 20.0 10.5 16.1 22.9 10.2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ △ △ ◎ ○ ◎ ○

49 若百合 華春福 安福久 6.2 3.6 37.1 9.9 22.8 10.8 12.5 23.5 9.8 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ × △ ◎

50 勝忠平 安福久 平茂勝 4.3 4.2 46.7 18.0 29.7 11.5 13.1 4.2 13.2 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ △ △ ○ ◎ ○ △

遺伝子保有確率30%以上50%未満 近交係数15%以上20%未満

遺伝子保有確率50%以上 近交係数20%以上

安福久諒太郎

秀幸福

幸紀雄 安福久

遺遺伝伝子子保保有有確確率率・・近近交交係係数数をを考考慮慮ししたた適適正正なな交交配配方方法法

※　遺伝子保有確率及び近交係数は，(公社)全国和牛登録協会鹿児島県支部による分析。

安糸福

百合茂

安福久

金幸
百合茂

華春福

安福久

美国桜

安福久
喜亀忠

百合茂

華春福

勝忠平

安福久

百合茂

金幸

平茂勝

安福久

No.

繁殖雌牛の血統 遺伝子保有確率（％） 近交
係数
(％)

交配種雄牛（最適：◎，適：○，可：△，不可：×）

県内で活躍している繁殖雌牛の血統や遺伝子保有確率・近交係数を基に，適正な交配種雄牛を記
号で表記しました。
下表を参考に，雌牛の長所を伸ばしつつ欠点を補い，どのような繁殖素牛を保留するかを考慮し
ながら「鹿児島黒牛」の改良を進めましょう。
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遺伝子保有確率から見る種雄牛の系統の特徴

右図は，「金幸」号について「金水９」「第20平茂」「忠福」「神高福」の遺

伝子保有確率を用いて，数値をXY軸上に配置した四角形の重心を示しています。

また，下図は，供用中の種雄牛を父方の系統に分類し，それぞれの種雄牛の四

角形の重心の位置を示しています。同一系統の種雄牛であっても，母方の影響に

より遺伝的に違いがあることが解ります。

これらを参考に，遺伝的に遠い系統の雌牛に交配することで，近交係数の上昇を

抑制するとともに，遺伝病や不良形質の発生を防止し，子牛の市場評価を向上させ，

高品質な牛肉生産による「鹿児島黒牛」の商品性向上に努めましょう。

金水９

金水９

第
２０
平
茂

忠 福

神
高
福

第２０平茂

忠

福

宝

勝

神高福

第
２０
平
茂

忠

福

忠 福

安

福

茂
金
波

神高福

金水９

気気高高系系栄栄光光系系

但但馬馬系系 但但馬馬ハハーーフフ系系
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父 祖父

忠 本 勝 黒原5084 忠 茂 勝 平 茂 勝 847.4 534.4 73.7 1.09 61 3.4 5.0 ー

神 重 平 黒原4971 神 高 福 平 茂 勝 730.5 447.7 71.8 0.92 44 3.4 4.4 ー

宮 貞 福 黒原4918 岡 茂 福 金 幸 813.7 500.2 73.8 1.07 61 2.9 6.6 ー

北金出水 黒原5083 北金波１ 平 茂 勝 757.0 463.1 73.3 0.98 57 3.5 5.8 ー

喜 亀 忠 黒原5136 忠 茂 勝 谷 照 847.5 513.9 75.3 1.09 69 2.9 7.1 ー

茂 虎 路 ＊ 黒原5202 忠 茂 勝 神 高 福 768.0 462.8 74.3 1.03 62 2.7 6.1 ー

勝 美 安 黒原5201 忠 茂 勝 金 幸 785.1 472.5 74.3 1.00 59 2.2 5.7 ー

岡 幸 藤 黒原5133 岡 茂 福 紋 次 郎 757.5 461.9 74.1 0.98 57 2.6 4.9 ー

松 茂 美 黒14423 茂 美 福 平 茂 勝 757.3 476.7 75.5 0.97 61 2.1 7.5 ー

福 光 徳 黒原5132 神 徳 福 平 茂 勝 776.0 473.9 74.4 1.03 62 2.8 5.1 ー

安 藤 照 ＊ 黒原5200 安 平 照 平 茂 勝 802.0 485.9 74.6 1.03 67 3.3 7.6 ー

土 橋 幸 黒原5248 金 幸 福 平 茂 勝 762.0 470.2 74.8 1.02 62 2.4 5.9 ー

忠 達 幸 黒原5203 忠 茂 勝 平 茂 勝 820.0 508.9 75.3 1.09 66 2.3 5.6 ー

神 平 野 黒原5244 神 徳 福 平 茂 勝 751.8 452.3 74.8 0.94 63 2.8 6.1 ー

智 美 勝 ＊ 黒原5245 福 美 勝 第５隼福 764.0 469.1 74.8 0.98 61 2.7 5.5 ー

益 乃 幸 ＊ 黒原5352 益 金 平 金 幸 753.0 468.3 73.7 0.97 57 3.3 5.8 ー

益 華 福 黒原5353 益 金 平 和 華 政 786.9 482.7 74.2 1.02 60 2.8 8.1 ー

秀 幸 福 黒原5406 金 幸 福 百 合 茂 782.8 487.2 76.0 0.99 72 2.5 8.5 56.2

福 隆 栄 黒原5445 福 栄 百 合 茂 795.3 496.5 73.8 1.02 61 2.8 6.0 57.2

伸 幸 福 黒原5562 金 幸 福 金 幸 718.8 438.5 74.6 0.91 56 2.1 7.3 57.5

神 通 力 黒原5446 茂 美 福 神 徳 福 731.8 449.9 74.6 0.96 57 2.5 7.4 57.9

華 忠 良 黒原5564 華 春 福 忠 茂 勝 852.9 530.8 74.0 1.12 64 3.4 6.9 59.4

松 貴 幸 黒原5563 金 幸 福 安 平 836.3 498.6 73.6 1.07 55 2.8 6.3 59.9

土 幸 波 黒原5494 土 龍 波 勝 忠 平 746.3 459.2 74.0 1.00 60 2.9 8.0 59.1

政 忠 幸 ＊ 黒原5633 忠 茂 勝 金 幸 820.3 511.6 75.4 1.11 68 2.5 8.1 57.5

利 金 平 ＊ 黒原5705 益 金 平 金 幸 815.1 500.5 74.5 1.05 62 2.7 6.1 60.6

増 華 秀 黒原5706 華 春 福 金 幸 792.5 482.9 74.5 1.04 61 2.5 6.8 61.5

庭 梅 藤 黒原5818 華 春 福 勝 忠 平 809.5 501.4 74.5 1.08 62 2.4 7.1 58.4

松 華 幸 黒原5774 華 春 福 忠 茂 勝 830.0 524.0 74.7 1.16 68 2.9 7.6 58.9

桃 茂 華 黒原5819 華 春 福 忠 茂 勝 764.5 474.7 74.7 0.95 61 2.4 7.9 60.7

博 中 福 黒原5773 華 春 福 神 徳 福 887.0 540.0 75.0 1.16 68 2.5 7.1 58.2

亀 忠 昭 黒原5935 喜 亀 忠 金 幸 782.6 483.7 75.5 0.98 64 2.4 6.7 58.7

金 安 正 黒原5704 金 幸 福 金 幸 836.3 527.6 74.7 1.11 64 2.5 7.5 58.5

     ※　枝肉重量，推定歩留，ロース芯面積，皮下脂肪，ＢＭＳ№は，（公社）日本食肉格付協会による評価

     ※　ＭＵＦＡとは，光ファイバー分光測定法による一価不飽和脂肪酸の予測値

＊　ＥＴ産子

ＢＭＳ№
検定終了
年　　度

平　成
２３年

種雄牛
名　号

登録番号
血統 終了時

体　重
(㎏)

枝肉
重量
(㎏)

推定
歩留
(％)

ＭＵＦＡ
(％)

■間接後代検定成績　～平成２３年度以降県有種雄牛～

平　成
２６年

平　成
２５年

平　成
２７年

平　成
２８年

平　成
２９年

平　成
２４年

一日平均
増体重
(㎏)

ロース
芯面積
(㎠)

皮下脂肪
厚さ(㎝)
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父 祖父

有 希 美 黒原5905 金 幸 福 忠 茂 勝 804.5 496.9 72.9 1.05 55 3.4 5.8 59.0

土 瀬 波 黒原5937 土 龍 波 金 幸 811.3 504.7 74.7 1.04 65 2.7 8.0 58.8

華 義 福 黒原5980 華 春 福 百 合 茂 852.9 529.0 74.9 1.15 68 2.5 7.6 59.2

梅 華 福 黒原5979 華 春 福 忠 茂 勝 828.5 507.7 75.6 1.12 68 2.8 8.4 58.4

安 華 王 黒原6004 華 春 福 百 合 茂 807.8 489.2 74.2 1.03 61 2.6 7.5 59.6

華 重 福 黒原6005 華 春 福 忠 茂 勝 850.0 514.4 74.9 1.07 67 2.8 7.3 60.2

金 華 好 黒原6006 華 春 福 忠 茂 勝 809.8 485.7 74.9 1.05 68 2.9 7.1 57.4

光 金 豊 黒原6065 金 吉 幸 百 合 茂 771.3 477.8 74.6 1.01 66 3.2 8.6 60.4

亀 信 輝 黒原6066 喜 亀 忠 百 合 茂 802.0 484.8 74.8 1.01 63 2.4 6.9 61.0

亀 忠 栄 黒原6088 喜 亀 忠 勝 忠 平 811.7 496.9 75.2 1.00 66 2.9 6.9 57.8

喜 勝 華 黒原6103 喜 亀 忠 華 春 福 789.3 471.8 75.1 1.04 64 2.9 5.3 57.5

金 華 勝 黒原6102 金 吉 幸 華 春 福 818.3 506.5 75.8 1.07 69 2.7 9.3 57.8

秀 春 幸 黒原6165 秀 幸 福 華 春 福 828.9 512.3 77.1 1.05 81 2.8 8.1 57.7

華 姫 博 黒原6163 華 春 福 百 合 茂 835.5 515.4 75.7 1.03 68 2.7 9.1 55.7

松 幸 丸 黒原6242 松 華 幸 忠 茂 勝 791.5 475.6 75.2 1.01 64 2.4 6.0 56.5

秀 金 福 ＊ 黒原6213 秀 幸 福 金 幸 福 804.3 489.5 75.9 1.03 72 2.5 7.6 54.9

益 華 明 黒原6241 益 華 福 百 合 茂 874.3 525.5 76.4 1.07 70 1.9 9.4 56.6

金 友 幸 黒原6240 金 吉 幸 勝 忠 平 822.6 502.3 75.6 1.01 69 2.9 7.4 55.5

松 西 郷 黒原6318 秀 幸 福 華 春 福 827.5 511.2 76.0 1.08 73 2.9 9.1 56.7

吉 高 竜 黒原6319 秀 幸 福 喜 亀 忠 800.5 488.5 75.5 1.01 69 3.0 9.5 58.1

金 華 光 黒原6329 金 吉 幸 華 春 福 809.4 509.8 77.4 1.03 74 2.0 9.0 58.4

秀 金 茂 ＊ 黒原6330 秀 幸 福 金 幸 福 758.8 452.3 75.0 0.91 60 2.3 6.5 55.2

吉 秀 桜 黒原6396 秀 幸 福 華 春 福 812.0 492.7 75.5 1.05 69 3.0 7.5 56.8

松 秀 山 黒原6395 秀 幸 福 喜 亀 忠 820.9 499.0 77.0 1.05 75 2.0 8.1 56.8

     ※　枝肉重量，推定歩留，ロース芯面積，皮下脂肪，ＢＭＳ№は，（公社）日本食肉格付協会による評価

     ※　ＭＵＦＡとは，光ファイバー分光測定法による一価不飽和脂肪酸の予測値

＊　ＥＴ産子

枝肉
重量
(㎏)

推定
歩留
(％)

令　和
５年

一日平均
増体重
(㎏)

ロース
芯面積
(㎠)

皮下脂肪
厚さ(㎝)

ＢＭＳ№
検定終了
年　　度

ＭＵＦＡ
(％)

平　成
３０年

平　成
３１年
(令和元

年)

令　和
２年

令　和
３年

令　和
４年

種雄牛
名　号

登録番号
血統 終了時

体　重
(㎏)

○和牛産肉能力検定（間接法：昭和４４年～平成２２年）の成績について

過去の検定成績（種雄牛３１７頭分）については，肉用牛改良研究所ホームページにて

掲載しています。

下記，ＵＲＬもしくはＱＲコードにて，ご参照ください。

http://www.k-nikukaiken.jp
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優秀な雌牛から多数の体内・体外受精
卵を作製し，別の雌牛に移植すること
で，優良子牛(種雄牛候補)を多数生産

受精卵移植関連の研究 （新技術開発研究室）

 優秀な雌牛から受精卵や卵子を採取（採卵）して，他の雌牛に移植し，優良な子牛を生産する技術
（受精卵移植）が，肉用牛の改良増殖を進める一役を担っています。

 当所では，種雄牛の造成をより効率化するために受精卵移植技術の改良に取り組んでいます。

 受精卵移植の仕組み

 研究テーマ

受精卵 優良子牛

選抜圧を高め，種雄牛造
成の効率化を目指す

★一卵性双子生産による効率的な産肉能力検定（双子検定）

★受精卵移植による低受胎牛（リピートブリーダー：RB）の受胎促進

体内採卵
OPU(経腟採卵)
の体外受精卵

種雄牛

鋭利な刃で分割

直接検定

後代検定

遺伝的に同一な兄弟受精卵

胎児になる部分
12ヶ月齢

26ヶ月齢

種雄牛選抜期間の短縮

・繁殖雌牛早期淘汰の抑制

・生産性の向上

・RB原因の解明による対策

RB

人工授精(AI)を3
回以上しても受胎
しない

受精卵移植を実施 受胎・分娩 AI 3回以内で受胎
（約7割）

その後

【これまでの主な研究成果】
 クローン技術関係：受精卵クローン双子牛（九州初：1996），体細胞クローン雄牛（世界初：1998），

リクローン雄牛（畜産動物世界初：2000）
 受精卵の培養・凍結液の開発：セリシンを用いた単一培養法（2012）及び無血清凍結保存液（2013）

 受精卵移植による低受胎牛（RB）の受胎促進：経産RBは，慢性的酸化ストレス状態と判明（2024）

33



༹ʓな遺伝子を検ड़し，ಚられたDNA৚ๅを種雄牛選抜に׈用

繁殖性෈良࣯ܙ

&0#ᚐௌ関連の研究঺ௐ （新技術開発研究室）

 肉用牛の೵ྙは，ࣄ養ڧ؂ͳͳもに，ྈ਎から受͛͜ܩҪఽద೵ྙによっても୉͚ࠪ͘ӊ͠Ηます。
種雄牛やൡ殖雌牛がฯ༙している༹ʓなҪఽ子や，そのຌରで͍る�E�を௒΄る͞ͳで，産子の産
肉೵ྙ（肉ྖ・肉࣯なʹ）をਬఈしたり，෈良࣯ܙ（Ҫఽ੓࣮׳なʹ）をݗड़する͞ͳがで͘ます。

 当所では，�E�մੵに関するڂݜに取り組Ί，種雄牛મൊなʹに׈用しています。

 '1A解ੵにؖする研究のླྀれ

血液

໡ࠞ

'1Aபड़

P&R

【これまでの主な研究成果】
 産肉能力にؖ࿊する優良遺伝子のಝ定

ৱັ性
肉ྖ・肉࣯

• ：肉॑ྖࢮ &:��（ਏஇ๑ཱི֮：+23ಝڒ取ಚ）， &:��（ࣝ児ౣݟਬఈ）
• （ਬఈݟ児ౣࣝ）0DUEXOLQJ�3：ࡸ๳ިࢹ

 遺伝的෈良࣯ܙにؖ࿊する遺伝子のಝ定
• Ҫఽ੓࣮׳：οΥυΡΠρク・ϐΪシ঳候（6+&）܊（Ҫఽ子ಝఈ・ਏஇ๑ཱི֮：+13ಝڒ取ಚ）
• ൡ殖੓ ： 低受胎にؖ༫する遺伝子（)O;P3）のรҡをಝ定（AULVKLPD HW�DO��201�）

 研究テーマ
 肉用牛の遺伝的能力ਬ定のためのΰόϝρク඲Ճ法のԢ用

 肉用牛の繁殖能力向上ٶ;子牛のଝ໥๹ࢯに向͜た遺伝的གྷ因の解明
೸Պ਼ރのݰঙなʹ子牛生産خ൭の੮ओ化がݔ೨͠Ηているݳয়をؓΊ，೸ՊܨӨの҈ఈを
ਦるため，෈受胎や子牛ଝ໥のݬҾͳなるҪఽద෈良࣯ܙを୵ࡩしています。

'1A一Ԛخଡ（613）ܗ৚ๅをཤ用して肉用牛のҪఽద೵ྙを૥غにਬఈՆ೵な技術で͍る
ʰΰόϝρク඲Ճʱを種雄牛મൊなʹに׈用するため，υーνफॄͳ精ౕ޴上に取り組んでいます。

61P৚ๅとࢮ肉成੹৚ๅの
फॄとட੷

υーνϗースのߑ஛と
༩଎ࣞの作成 ΰόϞү種Ճのࢋड़ 種雄牛候補౵の能力ਬ定

研究成果を種雄牛選抜౵΃׈用

61P解ੵ

'1AシークΦンス

• 授精্֒
• ᡤࢰ໕
• ൕ෰੓෈ೝ()2;33なʹ)
• 牛ఽઝ੓ϨンϏञ״受੓�ఏ߇੓ なʹ

'1Aγンϕリンήと繁殖・࣮බ౵
のυーνफॄ

遺伝子解ੵと保༙状ڱ௒ࠬ
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「⿅児島⿊⽜」の超⾳波画像ＡＩ解析による
脂肪交雑予測技術の開発に関する研究

●和牛（⿊⽑和種）において，⽣体の超⾳波画像からの⾁質推定は熟練を要します。
●近年，AI（人工知能）を搭載したしもふりマスター（肥育牛脂肪交雑推定装置）が開発され

学習データ蓄積による精度向上が可能となってきています。
●現在，当装置を活⽤して⽣体における脂肪交雑の推定精度を⾼める技術向上に努めています。

牛牛体体ににププロローーブブををああてて，，超超音音波波画画像像をを
見見ななががらら枝枝肉肉形形質質をを推推定定牛牛をを後後ろろかからら見見たたととききのの

枝枝肉肉断断面面イイメメーージジ

BB..MM..SS..NNoo..推推定定結結果果 1100..4422

ＡＡＩＩをを搭搭載載ししたた
「「ししももふふりりママススタターー」」
にによよりり，，脂脂肪肪交交雑雑をを
予予測測

牛牛体体左左側側第第６６，，７７肋肋骨骨間間でで測測定定

①

②

脂脂肪肪交交雑雑のの推推定定結結果果

枝枝肉肉のの断断面面（（ロローースス芯芯おおよよびび僧僧帽帽筋筋））

③

僧僧帽帽筋筋部部位位

ロローースス芯芯部部位位

BB..MM..SS..NNoo..推推定定結結果果 1100..4422

・学習データの蓄積による脂肪交雑推定精度の向上
・AIを⽤いた脂肪交雑推定技術の確⽴
・⽣体における早期（肥育前・中期）の⾁質診断および個体毎の出荷計画や飼養管理改善へ活⽤

今今後後のの取取 組組

（育種改良研究室）
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○牛肉のおいしさ成分
・脂の質，香り ・・・ MUFA（オレイン酸）
・赤身の旨み ・・・ グルタミン酸，イノシン酸
・多汁性 ・・・ 保水性
・やわらかさ ・・・ 粗脂肪含量

ここれれままででのの成成果果

★食肉脂質測定装置を用いて，内モモの
筋肉露出⾯から⼀般成分（粗脂肪含量，
水分含量，蛋⽩含量）を測定。

枝肉購買においては，内モモの状態についても重視されているが，客観的
な評価⽅法は確⽴されていない→食肉脂質測定装置を用いた｢モモ抜け｣の
状態に関する客観的評価法の確⽴及び｢おいしさ｣成分のさらなる探索

食肉脂質測定装置による⼀般成分及び⼀部｢おいしさ｣に関連する成分の簡
易測定が可能

今今 後後 のの 課課 題題

（新技術開発研究室）

 脂肪中の⼀価不飽和脂肪酸やオレイン酸含有量が⾼いと，⼝溶けや和⽜香が良くなると⾔われてい
ます。

 当所では，食肉脂質測定装置を用いた「⿅児島⿊⽜」のおいしさ成分の分析や枝肉評価向上のため
の研究に取り組んでいます。

「⿅児島⿊牛」のおいしさに関する研究
（育種改良研究室）

★食肉脂質測定装置を活用し，「おいし
さ」関連物質の簡易測定法を確⽴及び
さらなるデータ集積

★収集したデータの統計遺伝学的分析
（遺伝率，育種価等）

①内モモの客観的な評価

②おいしさ成分のさらなる探索

①「モモ抜け」や ②おいしさ成分 両⽅からの改良

食食肉肉脂脂質質測測定定装装置置

①

②

枝枝肉肉切切開開面面
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